










































































































































































































































































































































徳島大学ﾎｰ ﾑﾍﾟ ｼｰﾞ 以外のｲﾝﾀｰ ﾈｯﾄ情報
徳島大学のﾊﾟ ﾝﾌﾚｯﾄ
日本での徳島大学説明会
母国での日本留学フェア
徳島大学教官からの情報
母国の出身大学教職員からの情報
友人・知人からの情報
日本大使館・領事館からの情報
雲学会の国際会議での情報
平均値(標準偏差､範囲）
3.42(､99,1-5）
3.60(1.06,1-5）
3.05(1.03,1-5）
2.72(1.28,1.5）
2.57(1.19,1.5）
3.41(1.24,1-5）
2.82(1.30,1-5）
3.58(1.05,1-5）
2.40(1.05,1-5）
2.71(1.28,1.5）
徳島大学における留学経験の評価と満足度
では、回答者の８０％以上が「来て良かった｣、
「将来役立つ知識や技能を習得した｣、「良い先
生と友人に恵まれている｣、「指導教官が十分に
指導してくれている｣、「留学生へのサービスは
十分だ｣、「徳島大学留学に満足している」の項
目に対し、「非常にそう思う」又は「そう思う」
と回答した。しかし、「出来れば他の大学へ移
りたい」に対し、３０％以上が「非常にそう思う」
（5％）又は「そう思う」（27％）と回答してい
た。表６に徳島大学留学の評価と満足度の平均
値を示す。
表６．徳島大学留学の評価と満足度
来てよかった
将来役に立つ知職や技能を習得した
良い先生と友人に恵まれている
指導教官が十分に指導してくれる
留学生へのサービスは十分だ
他の人にも勧めたい
出来れば他の大学へ移りたい
徳島大学留学に満足している
平均値(標準偏差､範囲）
4.36(､71,2.5）
4.41(.69,2-5）
4.45(､75,1.5）
4.37(.81,1.5）
4.14(.91,1.5）
4.09(.89,1-5）
2.63(1.29,1-5）
4.22(､75,2-5）
最後に、表７に徳島大学留学終了後の予定と
－１４－
希望の回答分布を示す。徳島大学での留学を終
えた後の予定として、過半数が「母国へ帰る」
（56％）と回答した。また、希望職種では、教
員と答えた回答者が最も多かった（32％)。
表７．徳島大学留学終了後の予定と希望
留学終了後の予定
帰国する
日本に滞在する
母国以外の外国へ行く
わからない
将来希望する職種
教員
研究員
会社員
留学前の職場に戻る
学位取得のために就学を続ける
その他の職業
就職の計画はない
人数（%）
３３(55.9）
１７(28.8）
５(8.5）
４(6.8）
１９(32.2）
１５(25.4）
１３(22.0）
５(8.5）
４(6.8）
２(3.4）
１(1.7）
4．考察
本調査の回答者の特徴では、本学に在籍する
留学生の統計（徳島大学、2010）と類似する傾
向が見られた。例えば、本学では、留学生に男
性の占める割合が多い傾向や、中国人留学生が
過半数を占め、全体の９割近くがアジア地域出
身者からなる傾向がある。また、所属では大学
院及び工学部を中心とした構成となっている。
しかし、本調査の対象は便宜的抽出によるもの
であり、本学留学生の母集団を適切に代表しな
い可能性もあることに留意する必要がある。
日本留学の目的と理由では、高度な科学と技
術を学ぶことや学位取得が強く表れていた。同
時に、日本の高度な技術や経済発展、日本文化
への興味も日本を留学先として選ぶ際の重要
な事柄であったと考えられる。逆に、日本企業
や母国以外の国での就職は、日本留学の目的と
して低く位置づけられる傾向があった。留学終
了後の予定として過半数が「帰国する」と回答
していることからも、回答者の多くが日本で習
得した高度な科学・技術を母国で生かしたいと
考えていると考察できる。
また、回答者の８割近くが日本を第一希望の
留学先としていたが、来日前に日本語学習経験
があるとした回答者は半数であり、その多くの
学習歴は１年未満であった｡これらの結果から、
来日後の日本語学習機会の充実は、日本留学を
希望する留学生にとって重要な要素であると
いえる。
徳島大学を選択した目的や理由の回答から、
決定要因には学びたい学科や研究室の存在、学
術環境、先生や知人の薦めが非常に重要である
ことが分かった。また、留学に関する‘情報源の
利用では、大学のホームページやパンフレット
などの公式情報のほか、学外ウェブサイトや友
人・知人からの′情報が非常に頻繁に利用されて
いたことが分かった。
さらに、本調査では、徳島大学での留学経験
と満足度は高い傾向を示した。しかし、「出来
れば他の大学へ移りたい」と感じている回答者
が約３割いたことから､その原因を明らかにし、
このように感じている留学生の低減に取り組
む必要があると思われる。
5．今後にむけて
徳島大学の国際化に向けた活動において、留
学生の獲得と維持は重要な要素の一つである。
優秀な留学生獲得には、各カリキュラムや研究
分野の国際的評価を高めるなどの世界へ向け
たアピールや留学生同窓会等の卒業生ネット
ワークを活用したリクルート活動が重要な課
題となるであろう。また、留学生向けの大学公
式ホームページを充実させることも重要であ
るが、大学公式ホームページ情報の利用率より
も、その他のウェブサイトや知人・友人等から
得られる’情報の利用率が高かったことから、こ
れらの‘情報源の重要性を考慮して情報を発信
していく必要がある。さらに、来日後の日本語
学習機会を充実させることは、日本文化に興味
のある海外の学生や母国で十分な日本語学習
機会を得られない多くの日本留学志願者にと
って魅力的な要素となるだろう。
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